
KOUHOU SANO
H28.7

20

　
夏季の節電にご協力をお願いします　

■

問合せ＝環境政策課☎（２０）３０１３

地球温暖化防止のため、一層の省エネの取り組みが必要です。

使用電力の多くなる夏季においても、引き続き節電への協力をお願いします。

【節電の取組方針】

１．家庭や事業所では無理のない範囲で、できる限りの節電に取り組みましょう。

２．市の施設でも数値目標は設けませんが、率先して節電に取り組みます。

【取組期間】　

７月１日（金）から９月３０日（金）まで

【家庭での節電メニュー】　

夏は在宅世帯の日中（午後２時頃）における電力消費の約半分

をエアコンが占めているため、エアコンの節電が重要です。

ただし、熱中症など体調管理にはご注意ください。

節電メニュー 節電効果

エアコン
室温２８℃を心がけましょう。
扇風機を活用しましょう。

約１０％
※設定温度を２℃上げた場合

冷蔵庫
冷蔵庫の設定を「中」にし、食品を詰め込みすぎないよ 
うにしましょう。食品の傷みにはご注意ください。

約２％

照明 日中は不要な照明を消しましょう。 約５％

テレビ 省エネモードに設定し、見ないときは消しましょう。
約２％　※省エネモードに設定し、
使用時間を２／３に減らした場合

待機電力
リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切りましょう。
長時間使わない場合は、プラグを抜きましょう。

約２％

※節電効果の数値は資源エネルギー庁の推計で目安です。

不
動
産
公
売
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？　

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
17
日

（水）
午
後
１
時

50
分
～
（
受
付
１
時
～
、
入
札
説

明
１
時
30
分
～
）
▼
会
場
＝
市
役

所
会
議
室
203（
２
階
）　

▼
公
売
対
象
不
動
産
＝

（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

①【
土
地
】船
津
川
町
１
０
３
６
番

（
地
積
）
２
２
９
７
㎡（
田
）

（
見
積
価
格
）
60
万
円　

（
公
売
保
証
金
）
６
万
円

②【
土
地
】飯
田
町
１
４
２
０
番

（
地
積
）
１
４
３
１
㎡（
田
）

（
見
積
価
格
）
30
万
円　

（
公
売
保
証
金
）
３
万
円　
　
　

③【
土
地
】
富
岡
町
６
８
８
番
８

（
地
積
）１
４
２
・
７
７
㎡（
宅
地
） 

【
建
物
】
床
面
積

（
１
階
）
５
４
・
６
５
㎡

（
２
階
）
２
４
・
８
４
㎡

（
構
造
）
木
造
瓦
葺
2
階
建　

【
土
地
】
富
岡
町
６
８
８
番
地
１

（
地
積
）
３
４
７
㎡（
公
衆
用
道
路
）

※
公
衆
用
道
路
は
共
有
物
件
に
よ

り
持
分
７
分
の
１
の
部
分
が
対
象

（
見
積
価
格
）
191
万
円

（
公
売
保
証
金
）
20
万
円

①
～
②
は
農
地
の
た
め
、
佐
野
市

農
業
委
員
会
発
行
の
買
受
適
格
者

証
明
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
佐
野
市
農
業
委
員
会
に
７
月

8
日

（金）
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
中
止
・
追
加
に
な
る
場
合
や
そ

の
他
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
収
納
課

☎
（２０）
３
０
１
０

城
山
公
園
駐
輪
場
の
ご
案
内

　

24
時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

▼
車
種
＝
自
転
車
の
み

▼
費
用
＝
24
時
間
ご
と
に
160
円

（
最
初
の
４
時
間
ま
で
は
無
料
）

▼
収
容
数
＝
駐
輪
ラ
ッ
ク
62
台

■
問
合
せ
＝
都
市
整
備
課　

☎
（２０）
３
１
０
１
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
安
足
県
税

事
務
所
☎

（２３）
１
４
５
８

不
動
産
表
示
登
記
の
無
料
相

談
会

　

栃
木
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。　

▼
日
時
＝
８
月
１
日

（月）
午
前
10
時

～
午
後
4
時　

▼
会
場
＝
市
役
所

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス（
１
階
）

▼
内
容
＝
土
地
境
界
、
調
査
、
登

記（
新
築
、
増
築
）な
ど

▼
問
合
せ
＝
同
調
査
士
会
佐
野
支

部（
蘇
原
）☎

（２１）
５
０
０
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

技
能
講
習
会

　

全
講
座
費
用
は
３
５
２
０
円
で

す
。
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
、
各
講
座
開
催
日
の
10

日
前
ま
で
に
、
同
校
へ

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

●
研
削
砥
石
取
り
替
え
業
務
特
別

教
育
①　

▼
日
時
＝
８
月
３
日

（水）
・
４
日

（木）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分
▼
定
員
＝
10
人

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理

（
E
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
３
関
数
編
）

▼
日
時
＝
８
月
４
日

（木）
～
５
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
28
年
中
に
新
築
（
ま
た
は

増
築
）
さ
れ
た
建
物
に
対
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
な

ど
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
建
物
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
間
は
一
戸
あ
た
り
一

時
間
程
度
で
す
。

　

な
お
、
床
面
積
・
構
造
に
関
わ

ら
ず
、
物
置
や
車
庫
な
ど
も
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

資
産
税
課（
２
階
）へ
「
家
屋
滅

失
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
は
資
産
税
課
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

●
建
物
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

　

資
産
税
課
へ
建
物
の
用
途
を
変

更
し
た
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
取
り
壊
し
た
建
物
の
用
途
ま
た

は
変
更
後
の
用
途
に
よ
っ
て
は
、

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
０
９

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
中
に
家
屋
を
新
築
や

増
改
築
さ
れ
た
方
に
対
し
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
８
日

（金）
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
の
で
、
納
付
し
て
く

▼
定
員
＝
14
人	

●
２
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
②

▼
日
時
＝
９
月
12
日

（月）
～
14
日

（水）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
10
人	

●
第
１
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

準
備
講
習　

▼
日
時
＝
９
月
13
日

（火）
～
15
日

（木）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
▼
定
員
＝
20
人

子
ど
も
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
（
子
ど
も
人
権

委
員
）
に
よ
る
「
子
ど
も
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
21
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
受
付
３
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

葛
生
図
書
館
臨
時
休
館
と

書
庫
収
蔵
資
料
の
利
用
休
止

　

葛
生
図
書
館
の
移
転
に
伴
う
工

事
の
た
め
、
８
月
22
日

（月）
・
23
日

（火）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
書
庫
の
資
料
の
利
用
は

８
月
１
日

（月）
か
ら
移
転
後
の
開
館

日
ま
で
休
止
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８６）
３
４
１
６

消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ

無料商法にご注意ください

携帯電話やパソコンで、

「無料」のアダルトサイトを利用しようと思ったら、

登録完了となり、高額な料金を請求された。

「無料相談」とネット広告をみて電話をしたら、

探偵業者であり、高額な報酬を請求された。

という例が出ています。

「無料」とあっても安心せず、サイトの利用には十分

注意してください。

困った時は、消費生活センターへ相談をしましょう。

■問合せ＝消費生活センター☎（２０）３０１５　

　　　　　※平日午前９時～午後４時

　　　　　消費者ホットライン☎局番無し１８８	

　　　　　※土曜日午前９時～午後５時、

　　　　　　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

燃えるごみの減量をしましょう！

　過去３年間の家庭からの燃えるごみ（可燃性粗大

ごみを除く）の排出量は以下の通りです。

平成２７年度 平成２６年度 平成２５年度

重量（トン） 21,482 21,338 21,557
増減 144 △219 ―

昨年度は燃えるごみ排出量が約１４４トン増加して

しまいました。以下のポイントに気をつけて、さら

なるごみ減量にご協力ください！

①買い物にはマイバッグを持参しましょう。

②生ごみは捨てる前に、ひとしぼりして水分をきっ

てから捨てましょう。

③ 資源となる紙ごみは、徹底して分別しましょう。

（お菓子やティッシュの箱、トイレットペーパーの芯）

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３




